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1.は じめに

本学校園で小中学校合同の外国語部会を発足させて

2年 目,小 中連携の内容や方法を模索しながら取 り組

んでいる。同一敷地内にあるとはいえ,頻 繁に授業を

見合 うことができない中,授 業交流以外に動画を通 し

ての連携を行ってきた。共通して取 り組むことのでき

る効果的な言語活動や表現活動 とはどのようなものか

を探っている。

昨年度は主に小学校 と中学校 との教材の繋が りに視

点を置き,関 連する言語活動を検討 してきた。具体的

には,実 際のコミュニケーシ ョン場面をゴールとす る

学習題材の開発 として,ネ イティブ ・スピーカーある

いはそれに準ず る人々とコミュニケーシ ョンを行 う活

動 を各学年に位置づけた。そのことで,「コミュニケー

ションの手段」としての外国語の位置づけが小中学校

の双方で明確 となった。

児童生徒に学ぶ意義を意識 させ る方法としては,小

中それぞれのコミュニケーシ ョン場面をビデオに撮影

し,児 童生徒が上級学年の姿を視聴 して学ぶようにさ

せた。特に,9年 生の活動場面を6年 生が視聴 したこ

とは,6年 生が9年 生の姿をモデル とし,身 につけた

い力やな りたい姿をつかみ,そ の憧れを中学校の英語

学習に向けた意欲に転化 したとい う点で効果的であっ

たと考える。

このように,児 童生徒が自らのできるようになった

姿を具体的に持ち,表 現したいことを自己発信できる

ような体験を重ねることが,学 習活動への意欲や動機

付 けに重要な役割 を果たすとい う可能性を示すことが

できたことが昨年度の成果であった。

今年度は,そ のようなコミュニケーシ ョン場面に向

か うまでの学習過程を小中学校で検討 し,新 学習指導

要領の内容に沿って見直しているところである。

2.研 究の 目的 ・方法

昨年度行 った研 究か ら,小 中の 円滑 な接続 を意識 し

た学習指導 を進 めるた めに,次 の6つ の課題 が明 らか

になった。まず小学校外国語活動 において は,次 の3

点で ある。

①英語 を学ぶ意欲 を高 める。

②話 し手 ・聞 き手 としての意識 を高 める。

③挑戦的 自己発 信の場 を作 る。

中学校 において は,次 の3点 で ある。

① 「エス コー ト ・プ ロジェク トi)」 におけ る指導 目標

を明確 にす る。

②教科書各単元での コ ミュニケー シ ョン活動 を充実 さ

せ る。

③ 目標 ・指導 ・評価の さ らな る一体化 を図 る。

これ らの課題 を克服す るた めに,研 究の概 要 を次の

よ うに考 えた。

言語活動の場面 において,そ の活動す る姿 をグルー

プ単位 で学習者 自身がiPadminiで 撮影 しあい,グ ルー

プ 内で視聴 をす る。今行 った言語活動の様子 を,学 習

者が個々 に即時再生す るこ とがで きれ ば,客 観的 に 自

分の姿 と向き合い,良 か った点 と課題 を見いだす こ と

がで きる。そ して,そ の課題 に対 して,ど の よ うにア

プ ロー チすれ ば よいか を考 え るこ とが,教 室 内の グ

ループ単位でできるよ うになる。また,児 童生徒が個 々

に表現 した もの(音 声,文 字,非 言語)を 客観的 に観

ることで,児 童生徒 自身 によ りよい話 し手 ・聞 き手 と

して何 を工夫改善 した らよいか,意 味や意義の あるコ

ミュニ ケー シ ョン活 動 を考 え させ る指 導 も可能 とな

り,学 習環境を充実 させ ることができる と考 えている。

さらには,指 導者 にとっても,生 徒個々のコ ミュニケー

シ ョン場面 を把握す ることがで き,個 の指導 と評価 に

活かせ ると考 えた。
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3.小 学校 におけ る授業実践

(1)題 材 について

○単元名

○学年

○指導者

○実施時期

○目標

好 きな ものを伝 え よ う

小学校5年39名(男 子19名 女子20名)

デ ミール 　千代

平成25年7.月

　 ・相 手 とよ りよい関係 を築 くための方法について

　　考えた り,使 お うとした りす ることができ る。

　　　　　　　 (コミュニケーションへの関心 ・意欲・態度)

　 ・好 き嫌い を伝 えた り,尋 ねた りす る表現や語 彙,

　　発音 に慣 れ親 しむ。　　　 (外国語への慣れ親しみ)

　 ・日本語 には,様 々な外 来語 があ り,そ して外 来

　　語 とは異な る英語 の発音 があ ることに気付 く。

　　　　　　　　　　　　　(言語や文化に関する気付き)

○単元の評価規 準

[ア.コ ミュニケーシ ョンへの関心 ・意欲 ・態度]

　① 自分 の好 きな ことや ものを積極 的に伝 えよ うと

　　 してい る。

　②相 手を意識 しなが らコミュニケーシ ョンを図ろ

　　 うとしてい る。

[イ.外 国語 への慣れ親 しみ]

　①好 き嫌 いを伝 える表現"1(don't)like～."や 発

　　音 を使 ってい る。

　②相 手の好 き嫌 い を尋ねた り,答 えた りす る表 現

　　 "Do　you　like～?","Y6s,　 I　do.","No,　 I　don't."

　　を使 って会話 を してい る。

[ウ.言 語や 文化 に関す る気付 き]

　① 日本語 には,様 々な外 来語 があ り,そ して外 来

　　語 とは異な る英語 の発音 があ ることに気付 いて

　　い る。

　② 言語 によ らない工 夫や マナー につ い て考 えた

　　 り,気 付 いた りしてい る。

○指導 と評価 の計画(5時 間)

　表記 について … ワー クシー ト:WS

　発表 の様子:発 表 　　活動 の様 子:活 動

3

時

間
外

・友達をより理解した り,自 分との共通点

を見つけた りしようとする気持ちを持ち

ながら交流する。
・ゲームやインタビューを通 して,相 手の

好き嫌いを尋ねた り答えたりする表現に

慣れ親 しむ。

○相手とよりよい関係を築くためのマナー

　やポイン トについて考えたり,進 んで取

　り入れようとしたりする。
・初対面の相手とよりよい関係を築くため

　の工夫やマナーについて考えたり,そ の

　よさ気付いたりする。
・交流のポイントを意識しながら,友 達や

　初対面の人と交流 しようとしている。

0留 学生と交流する。
・外国語活動で学習したことを活か して交

　流する。(あ い さつ,自 己紹介,イ ンタ

　ビューなど)
・留学生や出身国のことについて興味を持

　つQ

ア②

イ②

ウ②

ア②

WS

活動

WS

発表

WS

活動

WS

次

1

2

○ねらい ・学習活動

○ 自分のことを伝える英語表現や語彙に慣

　れ親 しむ。
・果物や動物 ・スポーツなど,外 来語とし

　て慣れ親 しみのある日本語と英語を比べ

　る活動を通 して,音 の違いに気付 く。
・ゲームやチャンツを通して,自 分の好き

　なものや嫌いなものを表す表現に慣れ親

　 しむ。

○好きなことや ものをたずねた り答えた り

　 しながら,積 極的に交流を楽 しむ。
・自分の興味 ・関心のあるものを友達や先

　生に好 きかどうかたずねる活動 を通 し

　て,積 極的に交流する。

評価

規準

ウ①

ア①

イ①

ア②

評価

方法

発表

WS

活動

WS

活動

WS

(2)英 語を学ぶ意欲を高めることについて

　 5年 生で始まった外国語活動では,本 単元までに多

言語によるあいさつ,英 語での自己紹介(名 前,家 族),

感情,数 な どの表現や語彙を学んできた。また言葉に

よらないコミュニケーション手段 としてジェスチャー

を取 り入れなが ら学習を進めている。単元に入る前に

行った調査(平 成25年6.月27日 実施,39名)に よると,

外国語活動の学習が好きだ と回答 した子 どもは29名 で

あり,歌 やゲームだけでなく,英 語が話せた時,思 い

を伝えることができた時な ど,外 国語を使って表現で

きることに楽 しみや喜び を見出 してい る子 どもも多

い。一方で どちらともいえない,ま たは好きと回答 し

なかった子 どもは,日 常生活においても人前で話 した

り,積 極的に自己を表現したりすることが苦手である。

また,本 学級の外国語活動は担任 とJTEで 行われてお

り,日 常的に外国の人 と接する機会がない子どもたち

も多く,自 由記述では習った英語を使って外国の人 と

実際に交流をしたい とい う子どもが26名 いた。

　そのため,本 校がこれまでに取 り組んできた 「留学

生 との交流」を本単元終了後に実施するとともに,単

元内では,外 国の人 と実際に会って話す場面を第3次

に設定 し,単 元導入時に子 どもたちに伝えた。明確な

課題意識を持たせることにより,こ れまでに学んだ英

語を使ってみたい,活 かすことができるとい う期待感,

さらにもっと学んでおきたいとい う学習に対する意欲

が子どもたちの言動に表れた。また,自 己表現に苦手

意識をもつ子どもたちが記入 したふ り返 りには,交 流

を楽 しみにしている一方で不安な様子も見 られた。好

きなことやものは事前に絵カー ドを作成 して伝えたい

ことを視覚化することで,言 葉によらない伝え方や英

語を後押 しする方法があることに気付かせた。
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(3)話 し手 ・聞 き手 と しての意識 を高め ることにつ

　　 いて

　 「『外 国語 を聞 くこと,話 す こ と,読 む こ と,書 くこ

とな どの コミュニケーシ ョン能力の基礎 を習得 し,実

際の コミュニケーシ ョン場面で活用 して,伝 えたい こ

とを発信 でき る子 ども』育成 のための方法 ・手立て」

に沿って,話 し手 ・聞 き手 として意識 す るべ きポイ ン

トを単元計画の中で明確 に し,指 導に取 り入 れた。 ま

た,イ ンタ ビュー活動の場面 において は,iPad　 mini

で静止画や 動画を撮影 し,そ の場で話 し手 ・聞き手の

様 子 をふ り返 ることがで きるよ うに した(表1)。

表1　 話 し手 ・聞き手として意識するポイン ト

り組む ことがで きるよ うに した。

第

1

次

第

2

次

第

3

次

話し手

①音声

・音声の変化:強 調(stressing)

　-IlikeA,個 人 によって異なるA

　 の部分(好 きなもの/こ と)を はっ

　きりと強く言 う。

①音声

・音声の変化:強 調(stressing)

　-Ybs1No.　I　don't　like　B,　Y6s1Noや

　don'tを強調 して,好 きか嫌いかを

　はっきりと相手に伝わるようにす

　る。

④ジェスチャー

・Y∋s1Noで首 を縦横に動かして意志

　が伝わるようにする。

③顔の表情 ・視線の配り方

・お互いに顔を見て交流できるよう

　にする。

④ジェスチャー

・聞きたいこと/ものに動作をつけ

　る。

⑤視聴覚情報

・絵を補助利用する。

聞き手

①アイコンタクト

②うなずく,首 をふる

・相手に共感したり,

　自分との相違点を見

　つけたりする。

② うなずく,首 をふる

・相手に共感 した り,

　 自分との相違点を見

　つけたりする。

③メモ

・インタビュー内容を

　記録 し,ふ り返 りに

生かす。

①アイコンタクト

②うなずく,首 をふる

③メモ

④良い点を学ぶ

・初対面の人がどのよ

　うに自分たちに接し

　てくれているかに気

づく。

(4)挑 戦的自己発信の場を作ることについて

　本単元第3次 では普段の外国語活動には関わってい

ない校内の先生や大学の先生をゲス トとして迎え,ま

た,単 元終了後に広島大学の留学生との交流を実施 し

て,初 対面の人と英語を使って交流する機会を設 けて

自己発信 をする場とした。留学生との交流では,こ れ

までに学習したことを使いながら興味のあることをた

ずねる活動を通して,相 手をより知るとともに,自 分

の班に来た留学生を他の班の友だちに紹介する活動を

行って,イ ンタビュー活動をより課題意識 を持って取

(5)成 果と課題

　タブ レッ ト型端末のよさは撮影 したものを活動中で

あってもその場です ぐに見ることができ,他 のグルー

プ活動を中断させずに小集団でふ り返 りを行 うことが

できることである。また,机 上に置いた状態で容易に

拡大縮小操作等ができるため,子 どもたちにとっても

見るポイ ン トをよ り意識 しやすいとい う利点があっ

た。自分たちがインタビュー活動をしている様子を見

た子どもたちはその場で一喜一憂するものの,そ の後

客観的に自分たちの姿 と向き合い始め,話 し手 ・聞き

手のポイン トに沿った気付きが出ていた。

　また,通 常の学習環境と異なる自己発信の場を設定

したことは,自 信につなが り今後の学習意欲を高めて

いることが,子 どもたちのふ り返 りか ら明 らかになっ

た。

・これまでに話 したことのない先生や男子にもポイ

ン トを意識 しながらインタビューできた。校長先

生にインタ ビューできたので自信がつきま した。

　 (経験の蓄積による自信)

・はじめはこわくて,自 分か ら近づけなかったけど,

先生方が声をかけて くれてそこか らは自分か ら話

しに行けるようにな りま した。緊張はしたけれど,

いろいろな人に話 しかけることができてとても気

持ちがいいです。(緊張から達成感へ)

・初めての人にインタビューする時は胸が ドキ ドキ

して少 し間違えたから,次 はスラスラ言えた らい

いなと思いま した。次に交流する時は進歩 してい

たいです。(次の交流にむけての課題)

　 さらに,外 国の人 と交流す る上で大切な ことにっい

て問 うた ところ,積 極性(伝 えよ うとす る気持 ち ・意

思表示 ・た くさん話す こ と),表 情や 動作(ア イ コンタ

ク ト・うなず き ・相づ ち ・笑顔 ・ジェスチ ャー),相 手

意識(思 いや り ・気持 ちを考 える ・つ なが り ・ていね

い さ)な ど,本 単元の 目標 に沿 って子 どもた ちの思い

を様々 に育む こ とがで きた こ とが分か った。 この学び

を大切 に しなが ら子 どもた ちが行動実践化 してい ける

よ うにす ることが今後の課題で ある。
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4.中 学校 にお ける授業実践(1年 生)

(1)題 材 について

○単元名

○学年

○指導者

○実施時期

○目標

My　 Project2人 を紹介 しよ う

中学校1年40名(男 子21名 女子19名)

小廣川　 和恵

平成25年11.月

5

・チ ェ ック リス トで 文 法確 認 をす る。

・書 い た 文 章 を班 で読 み 合 う。

・班 で 自分 の 紹 介 したい 人 の絵 を 示 しな が ら,

聞 き 手 が 理 解 し や す く な る よ う工 夫 して

show　 and　tellの 練 習 をす る。

○ 人 を紹 介す るshow　 and　tellを 行 う。

・show　 and　tellを し,相 互 評 価 す る。

ア①

イ②
活動

　 ・聞 き手が理解 しや すい よ うに様 々な工夫を して

　　話す。(コ ミュニケーションへの関心 ・意欲 ・態度)

　 ・文 と文のつなが りを意識 し,内 容 的 にま とま り

　　 のあ る英 文 を書 く。(外 国語 表現の能力)

　 ・聞 き手 を意識 して,伝 えたい語句を強調 して話

　　 す。(外 国語表 現の能力)

○単元の評価 規準

[ア.コ ミュニケーシ ョンへの関心 ・意欲 ・態度]

　①show　 and　tellの際に,聞 き手が理解 しやす くな

　　 るよ うに様 々な工夫を してい る。

[イ.外 国語 表現の能力]

　①人物 の特徴 を捉 え,文 と文のつなが りを意識 し,

　　 内容 的にま とま りのあ る英文を書 くことができ

　　 る。

　②聞 き手 を意識 して,伝 えたい語句を強調 して話

　　 す ことがで きる。

○指導 と評価 の計画(5時 間)

　表記について … ワー クシー ト:WS

　発 表の様子:発 表 　　活動 の様 子:活 動

(2)目 標 ・指導 ・評価の一体化 を図 ることにつ いて

　人 を紹介す る原稿 を書 く際の 目標 を,「人物の特徴 を

捉 え,つ なが りの ある文 を書 くこ とを通 して,ま とま

りの ある英語 を書 く。」とした。ま とま りの ある英文 と

は どの よ うな文章か とい うこ とを事前 に考 える際,昨

年度の生徒の作品 を分析 した。全体的 な傾 向と して,

文章量は多いが,文 の羅列で文 と文のつなが りが少な

い作 品が 目立った。 そ こで,な ぜinterestingでcoolな

のか接続詞が ある とわか りやすい例や,頻 度 を表す副

詞 を効果的 に使 うこ とで具体的 にイ メー ジで きる例な

ど,文 と文の意味上のつなが りを中心 に分析 した(図

2)(表2)。

次

1

2

3

4

○ね らい ・学習活動

○本単元で身に付ける技能を知 り,最 終活動の

　イメージを持っ。
・複数のモデル文を比較 し,文 章構成の工夫に

　気づく。
・過去の生徒の作品の一部を提示 し,工 夫と改

　善点を考え,文 と文の意味上のつなが りを理

　解する。
・モデル文を用い,聞 き手を意識 してshow　and

　tellの練習をする。

○スピーチ原稿の下書きの準備をする
・既習の文を使って,思 いつ くまま箇条書きに

　書 く。
・箇条書きで書いた文のキーワー ドをマッピン

　グに書き,更 にキーワー ドを加える。
・マッピングをもとに,箇 条書きのリス トにナ

　ンバ リングをする。

○紹介 したい人について,つ ながりのある3文

　程度の文を書 く。
・意味上のつなが りのある文の特徴を確認する。
・接続詞や副詞,代 名詞に注意 して,つ なが り

　のある文を3文 程度ずつ表に書く。
・文法的な正しさについて,チ ェックリス トで

　確認する。
・接続詞や副詞,代 名詞を使 うとわかりやすい

　ことを学び合 う。

○人を紹介するスピーチ原稿を仕上げる。
・原稿を仕上げる。

評価

規準

ア①

イ①

イ①

イ①

評価

方法

活動

WS

WS

WS

表2　 昨年度の生徒の作品の分析

【導 入 】Hello,　 everyone.　 I　love　 Disney　 Do　 you

know　 this　man?He's　 Walt　 DisneγHe's　 from　 the

U.S.→ 　 名 前 は 知 っ て い て も顔 を知 らない 人 が多

い と思 わ れ る。 工 夫 と して,先 に ヒ ン トを与 え る こ

とで,聞 き 手 の 興 味 を 引 く。

【特 徴 】He's　 a　 cartoonist,　 an　 animator　 and

directoL　 He's　 Disney's　 fatheL　 He　 loves　 children.　 I

respect　 him.→ 　 andを 使 っ て 複 数 の 情 報 を 伝 え

た り,習 っ た 表 現 を う ま く 使 っ た り し て い る 。

【自分 との 関 わ り】Ioften　 watch　 Disney　 movies.　 I

always　 listen　to　Disney　 songs.→ 　 自分 との かか

わ りを入 れ て い る。often!alwaysの 頻 度 を表 す 副 詞

を使 い 分 け て,わ か りや す い 。
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　分析を通 して,生 徒が工夫 してい る点や,更 に推 敲

す るとつなが りがわか りやす くな る点な どの傾 向 を捉

え ることがで きた。 そ して,指 導す る際の留意点が明

らかになった。 以上の ことを踏 ま え,モ デル 文 と評価

規準 を次の よ うに考 えた。

Hello,　 everyone.

This　 is　Aki.

She　 is　a　main　 character　 of　a　TV　 drama"24切 ∂-o加 ガ.

She　 is　from　 Tokyo　 but　 she　 lives　 in　Kitasanriku.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [接 続 詞but]

Her則andmother　 is　a　woman　 diveL　 　 [代 名 詞]

She　 respects　 heL

Aki　 can　 dive　 in　the　 sea　 too.

副hejβ.gu娘_and_勲 簸nヱ

ー

She　 is　a　local　idol.

Ireally　 like　her　 and　 the　drama.

Thank　 you.

意 味上のっなが り①

　　　　 [晶1」言司toO]

　　　[接続詞and]

　　　　[接続詞so]

意 味上のつなが り②

A評 価

B評 価

C評 価

評価規準

関連 した文が3文 程度続いている部分2か 所以上

ある。

関連 した文が3文 程度続いている部分が1カ 所あ

る。

関連した文が3文 程度続いている部分がなく,英 文

の羅列である。

　 文法的な正 しさについては,人 を紹介 す る文章の特

性 か ら主 に3単 現 のsと 代名詞 を中心 に指導 をす る

が,文 のつなが りを意識 させ ることを重点項 目にす る

ことか ら,今 回は評価 しなかった。 対策 と して,書 く

過 程 で文法 チ ェ ック リス トを用 い,個 人 や班 で文 法

チ ェックを行 うよ うに した。

　 アイデア創 出の際にマ ッピングを行 うことは効果 的

であ るが,中1の この段 階で既 習の表現だ けでは言 い

たい ことを表す ことがで きない場合 があ る。 そ こで,

まず習った表現をで きるだけ活 用す ることを目指 し,

思いつ くまま箇条書 きに させ た。 その後,書 いた文の

キー ワー ドをマ ッピングさせ,更 にアイデア を加 えて

い くとい う方法を とった。そ して,マ ッピングを もと

に箇条書 きの文 にナ ンバ リング を させ てい った。(図

3・4)そ の後,代 名詞 や接続詞,副 詞 を使 い,っ な

が りのあ る3文 程度 の文章 を意識 して書 かせ た。(図

5)

(3)教 科書各単元での コ ミュニケー シ ョン活動 を充

　　 実 させ ることにつ いて

　My　 Project2はProgram5～8で 学習 した ことを統合

的 に扱 う単元で あるこ とか ら,そ こに至 るまでの指導

過程 を見直 し,関 連 した言語活動 と書 く活動 を次の よ

うに設定 した(表3)。

　　表3　 My　Prdect2ま での指導過程 ・目標 ・活動

単元

Program5

Program6

Program7

Program8

My

Project2

文法 ・

内容

this,　 that

/Whereの

疑 問 文/he,

she

3単 現 の一(e)s

(肯 定 ・疑

問 ・否 定)

Who,　 When

の 疑 問 文/

her,　him

can(肯 定 ・

疑 問 ・否 定)

/Howの 疑

問文

人 を紹介す

るスピーチ

関 わ る コ ミ ュ ニ

ケーシ ョン活動 ・

書 く活動 の 目標

○絵や写真を示

　しながら口頭

　で人を紹介す

　る。

03人 称の主語

　のとき,適 切

　な動詞の形に

　して書く。

03人 称の主語

　のとき,適 切

　な動詞の形 と

　代名詞の形に

　して書く。

Ocanを 用 いて

　自分のことや

　友達のことを

　書き,話 す。

○聞き手が理解

　しやすいよう

　に様々な工夫

　をして話す。

人を紹介することにつ

ながるコ ミュニケー

ション活動 と書 く活動

This　is～,　He　is～.と 人

を紹 介 す る基 本 パ ター

ン を言 う。 → 書 く。

ペ ア でイ ン タ ビュ ー活

動 。 → イ ン タ ビュ ー の

内容 につ い て,3単 現

のsを 使 っ て報 告 す る

文 章 を書 く。

ペ ア でwho ,　whenを

使 っ たイ ン タ ビュ ー活

動 。 → イ ン タ ビュ ー の

内容 につ い て報 告 す る

文 章 を書 く。

ペ ア でcan,　howを 使 っ

たイ ン タ ビュ ー活 動 。

→ イ ン タ ビュ ー の 内容

につ い て報 告 す る文 章

を書 く。 → 話 す 。

人 を 紹 介 す るshow

and　tellを 行 う。
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　 コミュニケーシ ョン活動で会 話 を した後,得 た情報

を も とに書 く活 動 を習 慣化 させ る こ とに よ り,My

Project2で の 「人 を紹介す る」 とい う活動へ 向けて,

スモ ール ステ ップ で書 くこ とに慣れ させ るよ うに し

た。 その際,Program5～8の 新 出文法事項 である 「3

人称 単数 主語 の時の動詞 のs」 「代名詞」 「助動詞can」

について,適 切 な運用ができ るよ うに指導 した。 そ し

てMy　 Projectの 最終 目標 と して,文 と文のつなが りを

意識 し,内 容 的 にま とま りのあ る文章 を書 くために,

「接 続 詞and,　 but,　so」,「 副詞sometimes,　 usuallX

often,　alwaysやtoo」,代 名詞 を効果 的に使 用 させ るこ

とを目指 した。

(4)成 果 と課 題

　 「人を紹介す る」 とい う最 終活動に向けて,つ なが

りのあ る文章の特徴 を分析 し,具 体的に 目標 やモデル

とな る文 章 をイ メー ジ して指 導計画 を作 成 した こ と

は,計 画的に関連 した文法事項を指導 し,コ ミュニケー

シ ョン活動 を仕組 む上で効果 的であった。 また 目標 に

照 らして観 点 を絞 り,評 価 規準を設 定 した ことで,指

導す る内容 を焦点化 す ることがで きた。 次の作品は,

っなが りを意識 してま とまった英文を書 くことができ

た生徒の文章であ る。(図6)

5.中 学校に おける授業実践(2年 生)

(1)題 材につ いて

○単元名

○学年

○指導者

○実施時期

○ 目標

Program9　 A　Priest　 in　a　Mask

中 学 校2年41名(男 子21名 女 子20名)

松 尾 　 砂 織

平 成25年11月

　課題 として,箇 条書きやマッピングでアイデアを創

出する際や,英 文作成段階でつなが りのある文章を作

成する際に,書 く時間に個人差があ り,ス ムーズな班

活動ができなかったことや,学 び合いを深 めるような

展開に導くことができなかったことが挙げられる。今

後も改善に向けて取 り組んでいきたい。

　 ・他者 の発表 に関心 を持 ち,ペ ア ワー クや グルー

　　プ ワー クにおいて意欲的 に学習す る。

　　　(コ ミュニケー シ ョンへの 関心 ・意欲 ・態度)

　 ・比較表現の知識 を用いて,正 しく 口頭で発表す

　　 る。(外 国語表現の能力)

　 ・比較表現 を含んだ英文 を聞いて,内 容 を理解 す

　　 る。(外 国語理解の能力)

　 ・あ らす じを読み,自 分の考 えを持つ。

　　　　　　　　　　　　　　 (外国語理解の能力)

　 ・比較表現 を用いた文の意味 ・構造 を理解す る。

　　　　　　　 (言語や文化 について の知識 ・理解)

○単元の評価規準

[ア.コ ミュニケ ーシ ョンへの 関心 ・意欲 ・態度]

　①他者 の発表 に関心 を持 ち,ペ ア ワー クや グルー

　　プ ワー クにおいて意欲的 に学習 してい る。

[イ.外 国語表現の能力]

　①比較表現の知識 を用いて,正 しく 口頭で発表す

　　 るこ とがで きる。

[ウ.外 国語理解の能力]

　①比較表現 を含んだ英文 を聞いて,内 容 を理解 し

　　てい る。

　② あ らす じを読み,自 分の考 えを持つ ことがで き

　　 る。

[エ.言 語や文化 についての知識 ・理解]

　①比較表現 を用いた文の意味 ・構造 を理解 してい

　　 る。

○指導 と評価の計画(8時 間)

　表記 について … ワー クシー ト:WS

　発表の様子:発 表 　 　活動の様子:活 動

次

1

2

○ねらい　 ・学習活動

○ 比 較級 を 用 い た 文 の意 味 ・構 造 を理 解 す る。

・説 明 を 聞 い て ,比 較 表 現 の 意 味 ・構 造 を知 る。

・形 容 詞 の 比 較 級(1arger ,　smaller,　 bigger,

　longer,　taller)を 用 い た 文 の 口頭 練 習 を行 う。

・比 較級 を含 む 文 を 聞 い て 書 く練 習 を す る。

・比 較級 を 用 い て ,対 話 文 を 書 く。

・比 較級 を 用 い て ,ペ ア で 対 話練 習 を す る。

・比 較 級 を用 い て,外 国 の 方 に 日本 の こ と を紹

　介 す る説 明 文 を 書 く。

○教科書P85の 本文を読んで,セ ルジオのおいた

　ちや夢に関する内容を読み取る。
・ペアで外国の方に3つ の名所(富 士山 ・東京

　タワー ・スカイツリー)を 紹介する対話する。

評価

規準

ア①

ア①

評価

方法

活動

活動
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3

4

5

6

7

8

・新出単語の意味や発音 ・アクセン ト等を知る。
・本文の音読練習をする。
・本文に関する英語の質問に答える。
・Ithinkを 用いて,セ ルジオの生き方に対する

自分の感想を書く。
・比較表現を使って,自 分の好きなものとその

理由について書く。

○ 最 上 級 を用 い た文 の意 味 ・構 造 を理 解 す る。

・ペ ア で 比 較 級 を用 い て ,自 分 の好 き な 物 に つ

　 い て対 話 す る。

・説 明 を 聞 い て,最 上 級 の意 味 ・構 造 を知 る。

・形 容 詞 の最 上 級(longest ,　coldest,　warmest,

　 coolest,　hottest,　highest,　 tallest)を 用 い た 文

　 の 口頭 練 習 を行 う。

・最 上 級 を含 む 文 を 聞 い て書 く練 習 をす る。

・最 上 級 を用 い て ,「 日本 一 の もの 」 につ い て の

　 説 明文 を書 く。

○教科書P87の 本文を読んで,セ ルジオの活躍に

　関する内容を読み取る。
・ペアで 「日本一のもの」についての対話をす

　る。
・新出単語の意味や発音 ・アクセン ト等を知る。
・本文の音読練習をする。
・本文に関する英語の質問に答える。
・Ithinkを 用いて,セ ルジオの活躍に対する自

　分の感想を書 く。
・班で感想を交流する。

0同 等 比 較 の意 味 ・構 造 を理 解 す る。

・説 明 を聞 い て,as～as… の意 味 ・構 造 を知 る。

・形 容 詞 や 副詞(tall ,　old,　interesting,　 dif伽ult,

　 hard,　ea鋤beautiful,　 important)を 用 い た 文

　 の 口頭 練 習 を行 う。

・同等 表 現 を含 む 文 を 聞い て ,書 く練 習 をす る。

・同等 表 現 を用 い て ,「 世 界 に 紹 介 した い 日本 で

　 有 名 な も の」 につ い て書 く。

○物語全体を通して内容を読み取り,自 分な り

　の感想や意見を持っ。
・同等表現を用いて,「世界で広めたい日本で有

　名なもの」についてペアで対話する。
・新出単語の意味や発音 ・アクセン ト等を知る。
・本文の音読練習をする。
・本文に関する英語の質問に答える。
・Ithinkを 用いて,セ ルジオの生き方に対する

　自分の考えを書く。
・班で意見交流をする。

○ 日本を象徴するものを英語で説明する。

・比較級 ・最上級 ・同等比較を用いて,「世界に

　誇れる日本の建物など」を説明する英文を考

　える。
・日本を代表する建物の写真を見ながら,個 人

　で説明文を考える。
・班で話 し合い,説 明する建物を決める。
・班で相談しながら,英 文で説明文を書きなが

　 ら,内 容を増やした り,英 文を校正したりす

　る。
・班で説明文を読む練習をする。

○ 日本を象徴するものを英語で発表する。
・班で説明文を読み合い,校 正をする。
・班で説明文を読む練習をする。
・班内の役割に基づいて発表する。

　 (説明担当 ・スライ ド提示担当)
・発表を聞いて,分 かったことや感想を英語で

　書 く。

ウ②

ウ①

ウ②

ウ①

ウ②

ア①

イ①

WS

WS

WS

WS

WS

活動

発表

(2)目 標 ・指導 ・評価の一体化 を図 ることにつ いて

　　「身近な ものや人 に関す る事実 を説明す る力 をつ け

ること」 に関す る 目標 を 「比較表現 を用いて,世 界 に

向 けて 日本 を象徴す るものの説明文 を発表す る」 と し

た。ただ単 に説明文 を書いて発表す るので はな く,習

得 した比較表現 を用いて説明文 を書 き,そ れ を元 に し

てペアで説明 を しあった り,Ithinkを 使 って コメン ト

を述 べ た りす るコ ミュニケー シ ョン活動 を取 り入 れ

た。そ して,事 実 について説明す る発表 において は,

聞 いて分 か った こ とを個 人 で書 き理 解度 を確 か め さ

せ,他 者の発表 を聞いて 自分な りの感想 を書いて意見

交流で きるよ うに した。

(3)各 単元での コ ミュニケー シ ョン活動 を充実 させ

　　 ることにつ いて

　 Program9で は比較表現 を用い て,身 近 な ものや 人

に関す る事実 を説明す るカ をつ けるこ とをね らい と し

てい る。新出の文法事項 を学び,パ ター ンプ ラクテ ィ

ス を繰 り返 し,本 文の 内容 を理解 させ るだ けでは,活

用で きるまで には至 らない。 コ ミュニケー シ ョン活動

を充実 させ るた めには,学 んだ こ とを活用で きるよ う

な 出口活動の工夫が必要であ る。学ぶ意欲や興味関心

に差が あ り,ペ アや班で交流す るこ とがむ しろ私語 に

つ なが るこ とが多い実態が あるので,個 人で考 えを深

め,そ れ を書いて ま とめ,ス ピーチ をす る活動 をく り

返 し行 った。 ス ピーチ の様子 をiPad　 miniで 撮影 し,

各 グルー プ 内で発表 の様 子 を見合 うよ うに計 画 した

が,予 算 の都合でiPad　 miniを3台 しか購入で きなか っ

た め,グ ループ内で 自分の発表の様子 を客観 的 に分析

す る学習 を計画す るこ とがで きなか った。 この点 にお

いては,学 習環境づ くりの課題 なので,来 年度以降検

討 してい きたい。

　 また,Program9を 行 うに あた って,教 育 実習生が

指導 を担 当す るProgram6か らProgram8の 単 元 の指

導過程 を見直 した。生徒実態 を考慮 し,今 年度は教科

書各単元での コ ミュニケー シ ョン活動 を充実 させ,生

徒が コ ミュニケー シ ョン活動 をよ り現実的 に受 け止 め

ることがで きるよ うに,特 に書 く活動 と話す活動 を中

心 に表4に 指導内容や 目標,コ ミュニケー シ ョン活動

を位 置づ けた。
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表4 指導内容 ・目標 ・活動

単元

Prog

ram

6

Prog

ram

7

舎My

Proj

ect5

Prog

ram

8

士Pro

9「a

m9

文法・内容

to不定詞の名詞的

用法1副詞的用法1

形容詞的用法

動詞の一ing形

look+形 容詞

become+形 容詞

主語+動 詞+人+

もの

助動詞should,　must

接続詞therefore,

then,　so

to不定詞/動名詞

Ithink　that… 等

の曙 顛

曙表現の縮

～(形 容詞)+-er

than/the～(形 容

詞)+-est/as～

as'日

関わるコミュニ

ケーション活動

の目標

○将来の夢に

ついてスピー

チをする。

〇三原中学校

の問題点と改

善点を教 て

スピーチをす

る。

OALTに 将来

の夢について

説明する。

○登場人物の

気持ちを考え

て音競 表す

る。

○比轍 現を

用いて,身近な

ものや人に関

する事実を説

明する。

「比較表現を用いて,事実を説明するカをつ

ける」につながるコミュニケーション活動

Iwant　to～を使って,自分がしたいこ

とを書く。Becauseを使って,なぜした

いか理由を書く。不定詞を使って,目

的について書く。書いたことをもとに

スピーチをする。他者の発表を聞いて,

コメントを伝える。

三原中学校の問題点を考える。Ithink

thatを使って,課題に対する自分の考

えを書く。Becauseを使って,そう思う

理由を書く。今後はどうすべきかを

shouldを 使 って書 く。 接続 詞

therefore,　then,　soを使って,結論を

書く。

Program　6で作成したスピーチ原稿を

元に,新 しい表現を加えて,将来の夢

をALTの前で音読する。

登場人物の気持ちを考えながら,強勢

や抑揚をつけて音読発表をする。

比較表現を用いて,世 界に誇れる日本

を代表するものの説明文を書く。外国

の方に紹介する場面を想定し,Show　and

Tellをする。

　図7はMy　 Project5で 将来の夢 をALTに 紹介 す る話

す活動 に使 用 した ワー クシー トで ある。Program6で

も単元の指導 内容 に沿 って簡単なス ピーチ を行 ってい

たので,生 徒た ちは既習事項 を多 く用いたス ピーチ原

稿 を書いていた。昨年度の課題 をふま えて学んだ知識

を活 用 しな が ら,技 能 その もの が身 につ くよ うな コ

ミュニケー シ ョン活動の充実 を図 る必要性 を考慮 し,

書 くこ とだ けに留ま らず,そ れ を用いた言語活動の充

実 を図った。 図8はProgram9で 使用 した ワークシー

トで ある。 自分の考 えを書 く時間 を取 り,書 いた もの

を元 に簡単なペア トー クを授業の始 めの帯活動 として

行 った。最終的 には,ペ アで会話 を し,感 想や コメン

トを言い合いなが ら,ペ アや班で教 え合 うことがで き

るのが期待す る生徒の姿で あるので,そ れ を習慣化で

きるよ うに指導 を継 続 してい く必要が ある。

(4)成 果 と課題

　 Program9の 最 後の活動 は,日 本 を象徴す る もの を

英語で発表す るこ とで ある。写真 を見せなが ら紹介す

るShow　 and　 Tbl1形 式 をと り,発 表練習の際 には,図

9の よ うにiPad　 miniを 操 作 しなが ら練習 を行 った。

iPad　 miniを 用いれ ば注 目させ たい画像 を発表 内容 に

合わせて大 きく した り,小 さく した りす ることもで き

る。図10の よ うに,発 表者はプ ロジェクターの画面,

聞いてい る生徒の様子,発 表画面 を確認 しなが ら発 表

す るこ とがで きていた。発表の場 は公開研究会 とALT

との授業の2回 を設定 した。特 に公開研究会で発表 し

た班は,翌 週のALTの 授業で全班がや り直 したい と希

望 を出 し,再 度発表 を行 った。授業終了時の生徒の振

り返 り文か ら多 くの こ とに気づか された。教科書各単

元での コ ミュニケー シ ョン活動 を充実 させれ ば,知 識

の定着だ けで はな く,生 徒の意欲や関心 も高 め られ る

こ とが分 か った。今 後 も各 単元 レベ ル で充 実 した コ

ミュニケー シ ョン活動がで きるよ うに,指 導計画 を見

一214一



直 してい きたい。

○た くさんの用語 を使 って色々な表現がで き,ま た

　それ をみんなの前で発 表す ることがで きたので,

　 とて も楽 しかった。

○読 む よ りも,覚 えて話 す方 がはっ き りと言 えるこ

　 とが分 かった。

○今 回の発表 会を通 じて比較 級 と最上級 を使 うこ と

　で分 か りや す くな ることと,ジ ェスチ ャー を使 う

　 ことで明 るくな ることの2つ を学びま した。

○セル ジオの正義を含 め,立 派な生 き方 とその子 ど

　 ものマ リオの人生が よく読めた。発 表はかみかみ

　だったが,最 後 まで頑 張れ た。

○セル ジオの勇敢 さや優 しさを学びま した。その こ

　 とか ら,人 前で発表す るときに勇気 を持 って挑み

　ま した。緊張 して言葉 が詰 まったけ ど,頑 張れ た。

6.研 究の成果と課題

(1)小 学校の成果と今後期待される取 り組み

　本年度の3つ の取 り組み課題(① 英語を学ぶ意欲を

高める。②話 し手 ・聞き手 としての意識を高める。③

挑戦的 自己発信の場を作る。)を達成するために,留 学

生 との交流が単元後の活動 として設定された。本活動

により知 らない人 との会話に挑戦 し,緊 張 しつつも達

成感 を感 じた児童の様子や,「少 し間違えたから,次 は

す らす ら言えた らいいなと思った」等,更 なる学習へ

の意欲を高めた児童の様子が伺え,一 定の成果を得た

といえるだろう。

　私たちの,授 業 とい う枠を超えて英語を使用する機

会に乏 しい学習環境を考えると,い かに英語を学ぶ意

義を児童に感 じさせ られるかが,長 く続 く学習を支え

るためには重要になる。外国の方 との交流は,英 語を

学習することの意義を児童が実体験 として理解する好

機 となるものであり,準 備の大変さを超える価値のあ

る取組 といえるだろう。知識 ・技能 として英語を知っ

ていること,操 れることイコール英語を用いてコミュ

ニケーションを図れることではない。英語を用いて真

のコミュニケーションを図るためには,「伝えたい」「知

りたい」とい う気持ちと,そ れを実行に移す行動力が

欠かせない。小学校段階では,言 語技能面では不十分

な点も多いが,「伝わ らなかった」「もっと聞きたかっ

た」とい う体験をさせることが,外 国語の知識や技能

習得への動機づけになるだろう。 したがって,言 語知

識やスキルの指導だけがそれ らの習得を後押 しするの

ではないことを理解 し,中 学校へ と続く英語学習を支

える意欲を,真 のコミュニケーション体験を通 して育

てていくことが,今 後も継続的な課題 となるだろう。

　 また,今 年度は 「聞き手」 としてのあり方にも着 目

し,相 手が気持ち良 く話せる聞き方を考えさせたが,

これを知識 ・理解にとどめるのではなく,授 業内のコ

ミュニケーション場面において 自然に発揮されるよう

指導する側も継続的に意識することが重要である。

本年度の実践の継続 と発展が今後に期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (松宮奈賀子)

(2)中 学校の成果 と今後期待 され る取 り組み

　 1年 生では,「 人物紹介」の場 面で,つ なが りの ある

英文 を書かせ るた めに,考 えをま とめる ところか ら,

代名 詞や接続詞 を用いて文 と文 とを関連づ ける ところ

まで,段 階的な指導が行われた。

　 2年 生では,「 日本文化 の紹介」の場面で,比 較表現

を用いて事物 を 口頭で説明す るた めに,グ ループ 内で

役割 を分担 して,タ ブ レッ ト型端末 を効果的 に用いた

プ レゼ ンテー シ ョンが行われた。

一215一



　本年度の成果 としては,次 の2点 が挙げられる。

○学習内容 としては,知 識 ・技能の活用のために,コ

　 ミュニケーシ ョン活動を単元ごとに設定したこと。

○指導方法 としては,ペ ア ・グループなど多様な学習

　形態を用いた り,ICTを 活用 した りしたこと。

　今後は,目 標 ・指導 ・評価のさらなる一体化のため

に,次 の3点 の取 り組みが期待 され る。

① 　単元目標 と本時 目標 との関連 を明確にす る

　単元を構成す る各時間にはそれぞれの 目標があ り,

それ らが関連 し合って単元の目標の実現につながる。

単元中の各時間では,教 えるべき知識や習熟させ る技

能を教師が具体的に把握 しているだけでなく,生 徒に

も本時の 目標 として理解 されている必要がある。また,

単元目標 との関連において,本 時の学習の位置や重要

性が認識 されている必要もある。

②　学習形態やICTを 目的に合わせて活用す る

　ペア ・グループ学習には,生 徒の主体的な学習を促

進する効果が期待できる。また,ICTは,授 業の効率

化 ・多様化に役立つ。 これらの有効な方法を,授 業の

目標や 目的に合わせて選択し,成 果を上げるような利

用法を工夫 したい。

③　目標を具体化す る

　can-do　listの作成 と,そ れに基づいた指導 ・評価の

改善については,全 国の中学校 ・高等学校に共通す る

課題である。本校でも,実 際の指導 ・評価に生かせ る

ように,年 間指導計画も含めての検討が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (樫葉みつ子)

(3)今 後 の展 開

　最 後に一つ実践 を見ていて気 になった ことを書 く。

それ は児童 ・生徒 が発す る言語表 現(英 語)と 非言語

表 現(ジ ェスチャーな ど)が,時 に児童 ・生徒の 「か

らだ」 と 「こころ」か ら乖離 してい るよ うだった こと

であ る。 ジェスチ ャーが取ってつ けた よ うで,英 語 が

口先 だけの構音 のよ うだった。児童 ・生徒は,「 あたま」

で は,「 ジ ェスチ ャー を しな くて はな らない。英語 を

しゃべ らなけれ ばな らない」 とわかってい るので身 体

を動 かすが,そ れは どこか操 作 され た機械部 品の よ う

で,「 こころ」の発動 としての 「か らだ」に思 えない。

逆に言 うな ら,身 体が生きた 「か らだ」になっていな

い。 だか らそ こに 「こころ」が感 じられ ない。 か くし

て,ジ ェスチ ャー も英語 も何 ら聞 く者 の 「こころ」に

訴 えて こない し 「か らだ」に も響 いて こない。 あ る中

学生 は金 閣寺 につ いて建 て られ た のは何 年 でな どと

(やや早 口の)英 語 を発 していたが,そ の英 語は構 音

が十分でない といった以上の理 由で,私 の耳には入 っ

て こなかった。「そ もそ も,こ の生徒 は この ことについ

て 自分で本 当に表現 したい とは思 っていない」 とす ら

思 えた。

　神 経科学の ダマ シオの理論 を換骨奪胎 して表現す る

な ら,人 間の基底層 はく非意識 〉で,そ れ は人が 自覚

で きない身体の生命の動きがある生理 学的領域(「 か ら

だ」)で あ る。そ の身体 の生命 の動 きを 自覚 したのが

「こころ」 とい う心理学的領 域で あ り,こ れ をく中核

意識 〉 と呼ぶ こ とがで きる。私た ちは言語 を頭の 中で

も 口に出 して も使い,そ の言語使用 によ り 「今 ・ここ」

を超 えた意 識世 界(「 あたま」)を 構 築す るが,そ の

く拡張意識 〉とい う言語学的領 域 は,あ くまで も非意

識(「 か らだ」)と 中核意識(「 こころ」)の 重層の上 に

成立 してい るもの に過 ぎない。 しか し今回の児童 ・生

徒の英語発 話の一部か らは 「か らだ」 と 「こころ」が

十分に感 じられず,「 あたま」 だけの仕事 のよ うに見え

た とい うのが私の懸念で ある。 もっ ともこれ は 日本 中

で観 察 され るこ とで はあるが。　 　 　 　 (柳瀬陽介)
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